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㊧
事
例
紹
介
㊤

高
専
機
構
の
取
組

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

は
じ
め
に

　
国
立
高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
高
専
」
と
い
う
。
）
は
、
我
が
国

の
産
業
・
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
う
産
業
界
か
ら
の
強
い
要
請
に
応

じ
て
、
一
九
六
二
年
に
「
工
業
に
関
す
る
中
堅
技
術
者
」
の
養
成
に

よ
る
産
業
発
展
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
、
中
卒
後
五
年
一
貫
教
育
を

行う

高
等
教
育
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
全
国
各
地
に

計
画
的
に
新
増
設
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
七
年
に
商
船
高
専

（
五
校
）
、
一
九
七
一
年
に
は
電
波
高
専
が
加
わ
り
、
二
〇
〇
二
年
に

沖
縄
高
専
が
創
設
さ
れ
て
、
現
在
五
五
校
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
創
設
以
来
、
高
専
は
実
験
・
実
習
・
実
技
を
重
ん
じ
る
と
と
も
に
、

五
年
一
貫
の
効
果
的
・
効
率
的
な
教
育
課
程
の
編
成
に
よ
っ
て
大
学

レ
ベ
ル
ま
で
の
内
容
を
教
授
す
る
こ
と
に
配
慮
し
、
実
践
的
技
術
者

の
養
成
と
い
う
目
的
に
応
え
て
き
た
。
高
専
教
育
の
特
色
は
、
体
験

重
視
や
効
率
的
な
教
育
課
程
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
少
人
数
編
成
に

よ
る
き
め
細
か
い
教
育
指
導
、
大
学
入
試
の
影
響
を
直
接
受
け
な
い

こ
と
を
活
か
し
充
実
し
た
課
外
活
動
等
の
指
導
、
寮
生
活
に
よ
る
全

人
的
教
育
な
ど
の
諸
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
高
専
卒
業
生
は
約
三
〇
万
人
に
の
ぼ
り
、
製
造
業
を
中

心
に
力
量
を
持
っ
た
実
践
的
技
術
者
と
し
て
活
躍
す
る
の
み
な
ら

ず
、
経
営
者
、
大
学
等
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
研
究
者
も
多
く
輩
出
し

社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
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二
　
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
の
創
設

　
二
〇
〇
四
年
、
輝
か
し
い
実
績
を
有
す
る
五
五
の
高
専
を
設
置
並

び
に
運
営
す
る
組
織
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校

機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
創
設
さ
れ
三
年
目
を
迎
え
た
。

機
構
で
は
、
五
五
校
が
一
つ
の
法
人
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、
「
個
性
輝
く
、
魅
力
あ
る
国
立

高
専
」
を
目
指
し
て
、
機
構
と
高
専
の
連
携
の
も
と
、
戦
略
的
・
計

画
的
な
資
源
配
分
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
企
画
と
発
展
の
た
め
の
取

組
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
取
組
の
一
端
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　
（
一
）
高
専
間
教
員
交
流
制
度
の
創
設

　
　
従
前
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
高
専
教
員
の
流
動
性
を
確
保
す
る
方
策

　
と
し
て
、
本
交
流
制
度
を
本
年
度
か
ら
立
ち
上
げ
た
。
本
制
度
は
、

　
高
専
教
員
の
力
量
を
高
め
、
学
校
全
体
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
た

校
め
、
教
員
を
他
の
高
専
に
一
定
期
問
勤
務
さ
せ
、
新
た
な
視
点
で
教

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

門
育
研
究
能
力
、
学
生
指
導
能
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

専
四
一
高
専
、
四
二
人
の
教
員
が
他
の
高
専
に
お
い
て
教
育
研
究
等
に

等高
従
事
し
て
い
る
。
機
構
で
は
、
本
制
度
は
高
専
の
活
性
化
の
起
爆
剤

。
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
な
お
、
文
部
科
学
省
の
評
価
委
員

集特
会
か
ら
も
、
本
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

（
二
）
教
員
の
資
質
向
上
、
学
生
指
導
充
実
方
策
の
実
施

　
教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
高
専
独
自
の
「
在

外
研
究
員
制
度
」
を
立
ち
上
げ
、
三
九
名
の
教
員
を
海
外
に
派
遣
し
、

先
端
的
研
究
や
教
育
実
践
に
参
画
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
に
関

す
る
独
創
的
な
研
究
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
教
員
研
究
集
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
度
、
教
育
活
動
や
生
活
指
導
に
お
い
て
顕

著
な
業
績
を
挙
げ
て
い
る
教
員
の
顕
彰
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
学
生
指
導
の
充
実
方
策
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研

究
集
会
や
ク
ラ
ス
経
営
・
生
活
指
導
の
研
修
を
開
催
す
る
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

（
三
）
ロ
ボ
コ
ン
等
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
コ
ン
テ
ス

　
ト
の
実
施

高
専
教
育
の
一
環
と
し
て
、
全
国
的
な
行
事
と
な
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
（
ロ
ボ
コ
ン
）
を
は
じ
め
、
プ
ロ
グ
ラ
、
、
、
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
（
プ
ロ
コ
ン
）
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
デ
ザ
コ
ン
）

な
ど
、
高
専
生
の
日
頃
の
研
究
等
に
裏
打
ち
さ
れ
た
独
創
性
を
発
表

す
る
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
を
支
援
し
て
い
る
。

三
　
高
専
機
構
の
当
面
の
課
題

高
専
は
実
践
的
技
術
者
を
産
業
界
等
に
輩
出
し
高
く
評
価
さ
れ
、
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産
業
界
等
か
ら
の
求
人
は
景
気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
常

に
十
数
倍
を
維
持
し
、
就
職
率
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
実
績
を
有
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
多
く
の
技
術
者
が
産
業
界
の
第
一
線
か
ら
退
き
、

そ
の
技
術
力
の
伝
承
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
実
践
的

技
術
者
で
あ
る
高
専
卒
業
生
へ
の
期
待
は
極
め
て
高
く
、
今
春
の
卒

業
生
に
は
実
に
一
六
倍
も
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
高
専

専
攻
科
修
了
生
に
対
し
て
も
本
科
卒
業
生
以
上
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
、
他
の
独
立
行

難課難響畿灘
　国立高等専門学校機構

政
法
人
等
と
同
じ
く
、

毎
年
の
効
率
化
係
数
に

伴
う
経
費
削
減
要
請
に

加
え
、
先
に
成
立
し
た

行
政
改
革
推
進
法
等
に

よ
る
人
件
費
五
％
削
減

の
要
請
と
い
う
重
い
課

題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

高
専
へ
の
進
学
層
で
あ

る
一
五
歳
人
口
が
長
期

に
わ
た
り
減
少
し
続
け

て
お
り
、
理
科
離
れ
と

も
相
ま
っ
て
高
専
入
学
．

者
の
学
力
維
持
の
確
保
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
高
専
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
、

さ
ら
に
高
専
教
育
の
質
を
高
め
、
我
が
国
の
技
術
開
発
の
中
核
を
担

う
高
専
卒
業
生
が
、
こ
れ
ま
で
に
優
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。

　
ま
た
、
経
費
削
減
の
一
環
と
し
て
、
事
務
の
一
元
化
・
効
率
化
の

検
討
も
進
め
て
お
り
、
五
五
共
済
支
部
の
一
元
化
、
機
構
独
自
の
人

事
給
与
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
資
金
管
理
の
一
元
化
な
ど
を
近
く
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
機
構
発
足
後
三
年
目
を
迎
え
、
機
構
全
体
と
し
て
の
真
価
が
問
わ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
高
専
の
持
つ
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
社
会
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
機
構
と
高
専
と
が
一
体
と
な

っ
て
教
育
研
究
の
高
度
化
、
個
性
化
、
活
性
化
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
本
年
五
月
に
来
日
し
た
O
E
C
D
の
高
等
教
育
調
査
団
が
松
江
高

専
を
視
察
し
た
際
、
同
調
査
団
か
ら
高
専
制
度
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
教

育
の
成
果
を
高
く
評
価
す
る
コ
メ
ン
ト
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

機
構
で
は
本
コ
メ
ン
ト
を
励
み
と
し
、
社
会
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

高
専
教
育
の
一
層
の
支
援
を
講
じ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。
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